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1 なぜSOAが必要か？

2 アーキテクチャ概念

3 技術アーキテクチャ

4 モデリングのポイント
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事業B販売

販売管理
システム

顧客DB

販促
Webサイト

販売管理
システム

顧客DB 製品DB

販売管理
システム

顧客DB 製品DB

販売管理
システム

顧客DB

在庫管理
システム

生産管理
システム

販促
Webサイト

販促
Webサイト

受注
Webサイト

在庫DB

物流
システム

購買
システム

管理会計
システム

事業A製造

在庫管理
システム

製品DB

生産管理
システム

在庫DB 物流
システム

購買
システム

管理会計
システム

事業B製造

販促
Webサイト

事業A販売

欧州販売

北米販売

I/F

I/F

I/F

A社製
EAI

A社製
EAI

B社製
EAI

B社製
EAI

I/F

製品DB

I/F

I/F

製品DB

ERPパッケージ

製品DB

管理会計
システム

顧客向けインタフ
ェースの
統一性欠如

顧客向けインタフ
ェースの
統一性欠如

有効なビジネス
プロセスの局所

展開

有効なビジネス
プロセスの局所

展開

市場投入準備の
負荷大

市場投入準備の
負荷大

コード体系
が不統一

個別最適なI/F
開発・運用コストの増大
開発・運用コストの増大

顧客情報の非共有
営業・販売効率
が低い

営業・販売効率
が低い

パッケージS/Wとの連携難 ビジネスプロセスの重複

スケール・メリットが活かされない
スケール・メリットが活かされない

開発・運用コストの増大
開発・運用コストの増大

システムの重複

事業横断的な情
報集約が困難

データが分散

事業再編に
ITが足かせ

事業再編に
ITが足かせ

分散システムの統合アーキテクチャが必要

分散システム環境の問題
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SOAが求められる背景

実現方法
■ビジネス戦略にITを関連づけるメソドロジー
■分散システムを構成要素とする統合システムのアーキテクチャ
■将来像とロードマップを示すグランド・デザイン参照モデル

実現方法
■ビジネス戦略にITを関連づけるメソドロジー
■分散システムを構成要素とする統合システムのアーキテクチャ
■将来像とロードマップを示すグランド・デザイン参照モデル

要求事項
■ビジネス変革とIT革新への柔軟な適応性
■資源（人、システム、コスト）の全体最適化
■システム機能の部門最適化
■部門間のビジネスプロセス/情報のオンデマンドな統合能力
■全体システムの一貫性の向上と維持

要求事項
■ビジネス変革とIT革新への柔軟な適応性
■資源（人、システム、コスト）の全体最適化
■システム機能の部門最適化
■部門間のビジネスプロセス/情報のオンデマンドな統合能力
■全体システムの一貫性の向上と維持

運用面での経済性、業務変革に対する柔軟性、企業・組織間業務連携の効率性、即時性、
の要求に対して、従来の分散システム環境の課題が多く見受けられるようになってきている。

運用面での経済性、業務変革に対する柔軟性、企業・組織間業務連携の効率性、即時性、
の要求に対して、従来の分散システム環境の課題が多く見受けられるようになってきている。

実現手段

課題解決
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SOAとは
 散在するシステムを，業務視点の機能（サービス）の集合と捉
え，ビジネス環境の変化に対して，迅速にサービスを組み換え
る (Business Process　Integration) ことで，柔軟に対応す
るシステム構築方針
 アプリケーションをラップしてサービスにする
 外からはサービスのインタフェースのみを意識する

 ハードウェア/OS/ミドルウェア
 開発言語　等々を隠蔽

 サービス自体の実装には依らない
 インフォメーションバス (ネットワーク)にサービスをプラグインして統合を実
現する

 具体的には上記を実現するための
 アーキテクチャパターン
 デザインパターン
 ベストプラクティス
 等々の集まりである
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SOAのモジュール化概念
 アーキテクチャ

 分散システムをモジュール化し、構造的に統合する概念

 ビジネスプロセス・モデルの構造を写像

 各システムの設計、実装、運用の自由度を維持

 モジュールの入れ替えを容易にするインタフェースと実装の分離、標準
プロトコルによるデータ交換

 インタフェース
 モジュールの入力データ構造と出力データ構造、データ転送方式の明
確化

 実装非依存

 標準
 インタフェース記述言語の標準化

 データ型指定、メッセージ形式、メッセージ交換規約の標準化

 Webサービスの利用が主流
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SOAベースのシステム構成

販売管理
システム

顧客管理
システム

在庫管理
システム

在庫引当
サービス

在庫引当
サービス

購買管理
システム

発注
サービス

発注
サービス

顧客登録
申請サービス

顧客登録
申請サービス

受注伝票発行
プロセス

受注伝票発行
プロセス

在庫引当
プロセス

在庫引当
プロセス

発注プロセス
発注プロセス

顧客登録
プロセス

顧客登録
プロセス

関連システムが提供するサービスを組み込み業務連携の自動化を実現する。

また、新規システム開発に、既存システムのサービスを利用し生産性と品質を向上させる。

コールセンター
システム
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今までと何が違うのか

 SOAという概念は以前からある
 概念としてはシンプルで説得力がある

 しかし、期待したほどの成果はあがっていない

 Corba,DCOM, EJBに足りなかったもの
 共通のインタフェース定義言語

 共通のインフォメーションバス

 柔軟なインタフェース記述

 インタフェースとプログラミングモデルの分離



X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

© XML Consortium

WebサービスがSOAにもたらしたもの

 Ｗｅｂサービスはインターオペイラビリティにフォーカス

 共通のインタフェース定義言語
 WSDLによるインタフェースの記述

 共通のインフォメーションバス
 インターネットプロトコルによるEnd-to-Endの接続

 柔軟で抽象度の高いインタフェース記述
 RPC->ドキュメントベースの記述へ

 Simple Endpoints, Rich Dataのスキームへ

 インタフェースとプログラミングモデルの分離
 疎結合(ミドルウェアへの依存性の解消)
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なぜ重要なのか？ソフトウェア開発の
生産性だけではない。

 企業のIT関連最大関心事はビジネスプロセスインテグレーション

Webサービスは、SOAPやWSDLなどのテクノロジの総称でもありますが、また、ビジネスのイノベーションのあり方に対するコンセプト
でもあります。まだ、このコンセプトは十 分市民権を得ているわけではないようですが、Webサービスの本質を理解する上で重要で
す。
今まで、情報技術は、ビジネスプロセスを効率化することで企業の競争力の向上に寄与してきました。最初は会計処理などの定型業
務から始まり、オフィスなどの非定型業務もITなしには行えないようになってきました。現在のIT利用の主流は、SAPなどによる、企業
全体のビジネスフローの効率化に移ってきています。個々の業務だけではなく、それらを統合化した形での企業の効率化を行うわけ
です。しかし、これらはいずれも、 「競争相手と基本的に同じ業務フローを、効率化によって差別化する」という企業戦略 に基づいて
います。

Webサービスの根底に流れるのは、「競争相手がまだやったことのない、新たなビジネスフローを作り出すことによって
差別化する」というビジネス戦略です。今まで誰もやったことのないビジネスフローを作り出すのは、どうしたらよいでしょうか？
それには、型にはまらない考え方が必要です。かといって、個々のビジネスプロセスをゼロから設計するのでは、この動きの速い世

界で他人より先に出ることは難しいでしょう。Webサービスのコンセプトは、「社内の個々のビジネスプロセスを部品化しておく
ことによって、それらの異なる組み合わせをいつでも自由に作ることができる」ということです（ここでの「ビジネスプロセス」
は、システム的なものだけでないことに注意してください。
人手によるプロセスは企業にとっては、システム的なプロセス以上に重要な資産です）。 このようなビジネスプロセスの部品化と再利

用は、社内の業務処理の標準化などを通して今までも試みられてきています。Webサービスは、この部品化と再利用のプロ
セスを効率化するための、ITが提供するソリューションなのです。 Webサービスの実践は始まっていますが、残念ながら、
いまだにこのような大きな企業戦略に基づいて社内業務のWebサービス化を行っている企業は少ないと思います。しかし、これこそ
が、Webサービスが本当に目指しているものだと私は信じています。

(XMLテクノロジ通信7号http://www.xmlconsortium.org/wg/tech/tech_mlmaga_index.html　
日本IBM　丸山　宏氏「企業戦略としてのWebサービス」より)

http://www.xmlconsortium.org/wg/tech/tech_mlmaga_index.html
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ビジネスプロセスとSOAの関係

見積
ビジネスプロセス

自動

商談
ビジネスプロセス

手動

受注
ビジネスプロセス

自動

割賦手続
ビジネスプロセス

自動

諸手続
ビジネスプロセス

自動

サービス
（機能）

サービス サービス サービス

既存システム
新規システム

2.既存システムのサービス化2.既存システムのサービス化

サービス統合基盤

ビジネスプロセス・フロービ
ジ
ネ
ス
・ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

シ
ス
テ
ム
・ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

納車
情報

サービス

情報集約

DB

既存システム

DB

新規システム

データ統合ツール（EII）
サービスI/F機能

3.分散データの統合3.分散データの統合

１．ビジネスプロセスおよび情報とIT機能の明確な関連付け１．ビジネスプロセスおよび情報とIT機能の明確な関連付け

既存システム

サービス化ラッピング・ツール

DBDB

4．柔軟性実現に向けたサービス統合基盤の確立4．柔軟性実現に向けたサービス統合基盤の確立
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1 なぜSOAが必要か？

2 アーキテクチャ概念

3 技術アーキテクチャ

4 モデリングのポイント
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SOAの位置づけ

WebサービスWebサービス

MDA

BPM

実装言語実装言語

ビジネス

アーキテクチャ

ビジネス

アーキテクチャ

データ
アーキテクチャ

データ
アーキテクチャ

アプリケーション
アーキテクチャ

アプリケーション
アーキテクチャ

テクノロジー
アーキテクチャ

テクノロジー
アーキテクチャ

経営方針、経営理念、
行動基準

経営方針、経営理念、
行動基準

OOA/OOD

EA4層アーキテクチャ

SOASOA

DOA

SOAはデータ・アーキテクチャとアプリケーション・アーキテクチャに関連する設計原則。

サービスの実装の規定はない。オブジェクト指向技術等により設計・実装する。
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プリミティブ
サービス

DB

コンポジット
サービス

プリミティブ
サービス

DB

プリミティブ
サービス

DB

コンポジット
サービス

ユーザ
インタフェース

ユーザ
インタフェース

プリミティブ
サービス

DB

コンポジット
サービス

プリミティブ
サービス

DB

アプリケーション アプリケーションアプリケーション

プレゼンテーション層

プロセス層

サービス層

アプリケーション層

データアクセス層

ユーザ
インタフェース

既存システム
（基幹アプリケーション）

ERPソリューション
（基幹

アプリケーション）

新規システム
（基幹アプリケーション）

ラッピングによるサービス化

業務支援システム
（コンポジット

・アプリケーション）

業務支援システム
（コンポジット

・アプリケーション）

業務支援システム
（コンポジット

・アプリケーション）

SOAの5層構造
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サービス層とプロセス層

 サービス層
 既存システム群の機能を抽象化し粒度を平準化することを目的とした層

 アプリケーション層のコンポーネント、プログラムを業務視点で集約し実現する
サービス群

 再利用性を最大の目的としたコンポーネント型サービス（プリミティブ・サービス）

 ビジネス・エンティティ単位にモジュール化することが一般的

 プロセス層
 ビジネスプロセス・フロー変更に柔軟に対応することを目的とした層

 ビジネスプロセス・モジュール単位に関連付けプロセスを支援する機能を複合
したサービス群

 ビジネスプロセスの共有に合わせ、提供されるプロセス型サービス（コンポジット・
サービス）

 複数のコンポーネント型サービスを複合する

 内部にワークフロー制御を実装する：BPEL適用領域
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コンポジット・アプリケーション

基幹アプリケーション

組織横断的なシステムで、
基幹となるトランザクション
処理、永続データ管理、バ
ッチ処理を行う。

業務組織（役割）単位ごと
のシステムで、業務を支援
する機能を集約し包括的
に提供する。ジョブ・レベル
のフロー制御、一時的なデ
ータ管理を行う。

SOAベースのアプリケーション例

受注
プロセスAP

購買
プロセスAP

出荷
プロセスAP

顧客対応
プロセスAP

在庫管理

販売管理

DB

プリミティブ・サービス

顧客管理

DB

プリミティブ・サービス

購買管理

DB

プリミティブ・サービス

物流管理

DB

プリミティブ・サービス

配送
プロセスAP

統合システム環境

分散システム環境

コンポジット
サービス

コンポジット
サービス

コンポジット
サービス

コンポジット
サービス

コンポジット
サービス

インター
ネット

インター
ネット



X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

© XML Consortium

コンポジットサービスと
プリミティブサービスの関係

アプリケーション

コンポジット・サービス

アプリケーション

Model

View＋Control

プリミティブ・サービス

アプリケーション アプリケーション

プリミティブ・サービス
View

Control+Model

View

Control+Model

Domain　１ Domain　2

Domain　3

コンポジット・サービスの目的は
適切な機能を持つModelの作成

再利用する既存システムのModel調整

コンポジット・サービスの目的は
適切な機能を持つModelの作成

再利用する既存システムのModel調整

他コンポジット・
サービス
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コンポジット、プリミティブ比較

プリミティブ・サービス間の独立性コンポジット・サービス間の依存関係設計上の要件

サービス・ラッピングサービス・インタラクションと複合
オーケストレーション

コレオグラフィ

実装の関心

トランザクション処理

バッチ処理

データ参照・更新

機能/データ統合
ワークフロー

入出力データの編集・加工

機能特性

プリミティブ・サービスは垂直的に
統合される

コンポジット・サービスは水平的に統合
される

サービス統合方向

ビジネスエンティティ・モデルビジネスプロセス・モデル分析機軸

情報システム部門業務担当、事業企画（業務横断的
にな視点を持つ）

関心のある対象者

アプリケーション開発の生産性と品質向上特定業務の支援

業務間連動の効率化

目的

プリミティブ・サービスコンポジット・サービス
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部門最適を考慮したシステム構成例

ERP
（販売、在庫、購買）

提携企業のシステム
（配送）

営業 出荷

自社開発
システム
（商品管理）

インター
ネット

インター
ネット

ERP
（販売、在庫、購買）

提携企業のシステム
（配送）

自社開発
システム
（商品管理）

サービス サービス

サービス

営業業務
支援システム

出荷業務
支援システム

インター
ネット

インター
ネット

営業 出荷

バッチ転送

基幹システムの統
合システム：コンポ
ジット・アプリケーショ
ンと呼ぶこともある。



X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

© XML Consortium

提携企業の
Webポータル
提携企業の

Webポータル

提携企業の
Webポータル

ビジネス変革とIT革新に備える
システム構成例

Web販売業務
システム

サービス

サービス

WSRP 自社
Webポータル

提携企業の
Webポータル インター

ネット

インター
ネット

インターネット
インターネット

消費者

インターネット
インターネット

消費者

商品管理販売管理

サービス

汎用機

サービス

販売管理

サービス

汎用機

商品管理

Linux

アフィリエート・モデルの展開

Linux環境への段階的な移行

再利用

インタフェースの継承
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SOA技術アーキテクチャ基盤関連図

アプリケーション基盤アプリケーション基盤

1.サービス・インタフェース基盤

4.サービス連携基盤4.サービス連携基盤 5.サービス運用・監視基盤5.サービス運用・監視基盤3.サービス構成管理基盤3.サービス構成管理基盤

2.サービス統合基盤2.サービス統合基盤

サービス・クライアントサービス・クライアント
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全体最適システム構成例

顧客管理システム

サービス

コールセンター
業務システム

顧客向け
Webポータル

インターネット
インターネット

消費者

コールセンター

申し込み管理
システム

サービス サービス

料金管理

契約管理

サービス

料金管理

契約管理

音楽配信サービス
販売管理業務
システム

ビデオ配信サービス
販売管理業務
システム

営業
（ビデオ配信）

営業
（音楽配信）

新規システム

全社管轄システム



X
M

L 
C

on
so

rt
iu

m
X

M
L 

C
on

so
rt

iu
m

© XML Consortium

独立性の強い部門、
企業間のシステム連携例

販売部門
システム群

管理会計

製造部門
システム群

サービス

管理会計

部品供給ベンダー
システム

サービス

部品供給ベンダー
システム

サービス

：

：

OEMベンダー
システム

サービス

製品毎に契約
都度連携

サービス サービス

企画業務
支援
システム

収支管理

ビジネスプロセス連携

ビジネスプロセス連携

情報集約
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サービス構成例
コールセンター

コールセンター
業務支援
システム提携信販会社

クレジット決済
受付
サービス

クレジット決済
依頼
サービス

インター
ネット

インター
ネット

商品管理システム

商品情報提供
サービス

販売管理システム

受注登録・参照
サービス

在庫購買管理
システム

出荷オペレーション
サービス

顧客管理システム

顧客基本情報
登録・参照サービス

出荷業務支援
システム

商品管理グループ

コレオグラフィー
オーケストレーション

BPEL

WS
-CDL
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1 なぜSOAが必要か？

2 アーキテクチャ概念

3 技術アーキテクチャ

4 モデリングのポイント
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SOAシステム環境

ワークフロー型
サービス統合
（BPEL4WS）

アプリケーション
・ロジック

DB

インタフェース（WSDL）

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
（WSD

L

）

クライアント・
アプリケーション

ESB（Enterprise Service Bus)：イベント駆動型サービス連携基盤 ルーティング情報

オンライン・
トランザクション
・プログラム バッチ処理

プログラム

インタフェース（WSDL）

入力
ファイル

DB

EII キャノニカル
XMLスキーマ

DB DB

インタフェース（WSDL）

DBアクセスAPI
（ODBC等）

DBアクセスAPI
（ODBC等）Web

アプリ
ケーション

サーバ
アプリ
ケーション

ERP
ソリューション

DB

ESBアダプタ

BAM
ソフトウェア

ビジネスプロセス
フロー情報

オフィス支援
クライアント・アプリケーション

（Excel,InfoPath等)

Webクライアント

Webアプリケーション

ポートレット・サーバ

Webアプリケーション

Webクライアント

WSRP

他社/他組織
システム

SLA監視ソフトウェア

コンポジット
・サービス
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1 なぜSOAが必要か？

2 アーキテクチャ概念

3 技術アーキテクチャ

4 モデリングのポイント
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モデリング・プロセス

ビジネス
プロセス
モデル

サービス
モデル

アプリケーション
モデル

事業部門スタッフ 情報システム部門スタッフ

ＩＴに依存しないビジネスプロセス
の構造と制御を記述

各システムが提供する機能、その
機能から構成される統合的な構
造と制御を記述

システム内部の構造と制御を
記述
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ビジネス領域（コンピュータ非依存）

組織間ビジネスプロセスの動的連携

ワークフロー図

サービス・モデル図

データ・モデル図

企業間EDI

ワークフロー図

サービス・モデル図

データ・モデル図

組織内システム間機能の相互運用

ワークフロー図

サービス・モデル図

データ・モデル図

組織レベル（企業内）の関係図

組織レベル（企業間）の関係図

ビジネスプロセス・レベルの
ワークフロー図

ビジネスプロセス・レベルの
ユースケース図（アクティビティ分析）

情報（リソース）モデル図

情報（イベント）モデル図

ジョブ・レベルのユースケース図
（アクティビティ分析）

ジョブ・レベルのワークフロー図

IT領域

SOAのCIM-PIMモデル関連図

BPMN or UML->BPELのMDA
的な実行可能コード生成の領域

BPMN or UML->BPELのMDA
的な実行可能コード生成の領域

SOAのサービス候補抽出のアプロー
チは1つではない。問題領域や目的I
により複数あると考えられる。

SOAのサービス候補抽出のアプロー
チは1つではない。問題領域や目的I
により複数あると考えられる。
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SOA適用全体フレームワーク
全体構造
（Structure）

環境工程
(Environm

ent)

実装工程
(Impleme
ntation)

設計工程
(Design)

分析工程
(Analysis)

普及・展開
（Deployment）

データ
（Primitive
Service）

プロセス
（Composite 

Service）

サービス・インタフェース定義とデータ構造定義

既存システム，パッケージS/W連携方針

サービス統合方針
(インテグレーション・モデル）

ビジネス・エンティティの
分析

ビジネスプロセス・モデルの
作成 SOA適用範囲の

決定

データ・モデル
の作成

サービス構造化
（レイヤリング、
リレーション）

サービス・モデルの
の作成

基盤アーキテクチャの策定

変化対応方針の策定 役割・管理体系の分析

サービス管理機構の確立

アプリケーション実装
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まとめ

 モデリング手法、方法論は確立していない

 SOAのアプリケーション像は今後


